















An Example of Curriculum of Mathematics Education of Teachers Based on the 
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平均 2015 2016 2017
３期
平均
S 34％  3 12  9  9  8％ 16％  3  0 22  8％
A 26 24 15 46 29 28 19 14  7 30 16
B 22 26 44 31 29 33 26 17 30 30 26
C 13 16 26  6 29 19 22 17 30  4 17
D  5 32  3  9  3 12 16 48 33 15 33























































年度 2015 2016 2017 2018
履修登録者数   28名 30 38 32
合格者数 13 16 24 12
再試験後の全合格者数 21 22 28 22
不合格者数 7 8 10 10
期末試験平均点 58.0点 61.7 59.0 53.8
































































線形代数学Ⅲ 幾何学要論 微分積分学Ⅲ 微分積分学Ⅱ 数学演習Ⅲ 数学の指導法Ⅰ
2年
後期
代数学要論 位相数学 解析学要論 解析学要論 数学演習Ⅳ 数学の指導法Ⅱ
3年
前期
代数学続論 幾何学続論 複素関数論
微分積分学Ⅲ
複素関数論
離散数学
確率論・統計学
数学探究Ⅰ 数学の指導法Ⅲ
3年
後期
初等幾何学 解析学続論 解析学続論
数学史
コンピュータ実習
数学探究Ⅱ 数学の指導法Ⅳ
4年
前期
数学科内容構成Ａ
数学科内容構成Ｂ
4年
後期
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シー」の構築を目指してきた帰結として，そのような科目を重視してきた。これまで
のカリキュラム改訂においても専門数学から学校数学を見直す「数学教材研究」や
小・中・高等学校で学んできたユークリッド幾何学を体系的に考え直す「初等幾何
学」などの科目を追加してきた。
　このような流れの中で，第２期・第３期カリキュラムにおいて具体化を進めてきた
専門科目と指導法科目の橋渡しを更に充実させる新カリキュラム（第４期カリキュラ
ム）を策定（2019年度開始予定）した1）（表３）。新カリキュラムでは，教科専門内容
と指導法的教材研究を含んだ複合科目「数学探究Ⅰ」「数学探究Ⅱ」を新設する。こ
れらの科目は少人数のセミナー形式で実施し，いくつかのトピックを紹介しつつ履修
者自身によるテーマの探究を求める内容とする。新カリキュラムの検討段階では各分
野の続論（「代数学続論」「幾何学続論」「解析学続論」）と，数学の社会的背景や有用
性を学ぶ「数学史」「現代数学入門Ａ」「現代数学入門Ｂ」とを整理統合した科目「数
学探究」を３年前期後期それぞれに複数コマ開講する案もあったが，大幅なカリキュ
ラム変更は課程認定上の混乱を招きかねないとして，科目内容的には本構想を踏まえ
つつ制度上は「現代数学入門Ａ」「現代数学入門Ｂ」を「数学探究Ⅰ」「数学探究Ⅱ」
に，「数学教材研究Ａ」「数学教材研究Ｂ」を「数学科内容構成Ａ」「数学科内容構成
Ｂ」に科目変更するのみにとどめた。一方で，本カリキュラム履修生にとって専門科
目の単位修得に足る基礎学力の保証が欠かせないため，選択科目ではあるが履修を強
く勧める科目だった「解析学基礎」を，制度として必修化した。また，３年次の演習
科目の履修者が少ないことから「数学演習Ⅴ・Ⅵ」は閉講した。
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６．更なる発展に向けて
　第４期（新）カリキュラムでは，教科専門内容と指導法の両方にまたがる科目を新
設した。これは以前から教員養成大学・学部に求められてきた科目であると言える。
しかし，各分野の続論（「代数学続論」，「幾何学続論」，「解析学続論」）の受講者が少
ない事に関しては今後の状況の推移をみながら検討を続けていく必要がある。これ
は，教員免許に必要な専門科目の単位数にかかわる問題でもあろう。カリキュラムの
充実を図ると科目数が膨張するのは必然である。如何に整理統合し，科目数の膨張を
抑えるかが今後の課題となろう。目前の方策としては，本カリキュラム履修生の今後
の動向を見極めながら，各分野の続論の「数学探究」への合併統合を進めることも考
えなければならない。
　導入科目「代数学基礎」，補充科目「解析学基礎」等の科目の開設や必修化の方向
は，最近求められている文理分断からの脱却にも沿っているとも言えるが，今後の高
校の教育がどのように変化していくかに対応していく必要があろう。また，18歳人
口の減少と教育界への社会的不信感からくる教育学部受験者の上位層の抜け落ちに
よって，私立中堅大学の学生の基礎学力低下は今後ますます進行するかもしれない。
その場合には，「代数学基礎」，「解析学基礎」のような科目をさらに強化充実させる
必要に迫られるであろう。しかしながら基礎の充実のみを目指すばかりで数学の本来
の「楽しさ」「必要性」「有用性」を体感できずに課程を終えることになっては本末転
倒の感が否めない。これに対して例えば「代数学基礎」では，高等学校の内容に含ま
れる，素数，ユークリッド互除法，不定方程式等を主に扱うが，数学的な背景に重点
を置き，その興味深さ面白さや，有用性に関してアピールしていく必要があろう。基
礎的な数学知識の習得を保証しつつ，数学の各専門分野の発展や社会的役割について
の理解も深められるようなカリキュラムの構築を目指していかねばならない。
　新免許法による教科の指導法の必修単位の増加によって，教科専門の選択科目の履
修が更に減る可能性もあるので，教科指導法の科目と教科専門科目との密接な連携を
視野に入れて検討していく必要があるであろう。
付　　記
　本研究は，科学研究費補助金基盤研究B「数学リテラシー概念に基づく教員養成系
数学教育カリキュラム具体化の研究と教授法の開発」（課題番号：17H01985／研究代
表者：浪川幸彦）による援助を受けている。
■註
１） 新カリキュラムの策定に関しては，2017年3月に浪川を中心に［3］の著者らに
よって開始し，2017年9月から浪川に代わって幾何学系科目の担当者となる伊藤仁
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一も加わり，カリキュラムの引継ぎを兼ねて検討を続け，2018年2月には案が完成
した。
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